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13:25〜13:30 開会・挨拶
13:30〜14:15 基調講演 吉村
14:20〜15:00 特別講演 星野
15:00〜15:15 休憩
15:15〜15:55 特別講演 坂井
16:00〜16:40 特別講演 宇野
16:40〜16:45 閉会・挨拶

ータ解析が⽣み出すもの
概要
ミの謎からデータ解析へ
は17年または13年に⼀度の周期で⼤発⽣する素数ゼミ（周期ゼミ）と呼ばれるユ
セミがいます。なぜ、発⽣する周期が17・13という素数なのか？⻑年⽣物学者や
にとって⼤きな謎でした。氷河期に⽇本のセミのように毎年発⽣する普通のセミから
期を持つ特異なセミへと、その進化を科学的思考と数理モデルから明らかにしていき
世界ではじめて」を科学する⾯⽩さを少しでも感じてくれればうれしいです。またセミ採
殺技を公開します。

概要

ータから因果に迫る
数が別の変数に与える因果的な影響は実験を⾏わなければわからないというのが⼀般
解かもしれません。しかし現代的な統計科学では実験有無に関係ない形で因果効果
が定義されており、疫学や経済学、マーケティングなどの様々な分野で⾮実験データか

推論を⾏うための統計⼿法が応⽤されています。SNSなどソーシャルデータでも、「そも
がりがあるのは似た⼈だから」という同類効果と純粋な社会的影響の効果を分離する

概要

して因果効果推定が実際に使われています。本講演では簡潔に因果効果の推定の
ソーシャルデータでのいくつかの応⽤例を⽰すことでその有⽤さを知っていただきたいと思

ョンの理論と実務
ョン理論の実⽤は世界的に⽬覚ましいが、⽇本ではほとんど導⼊されていない。 本
は、オークション理論の概要を説明しつつ、 どのようなものの販売がオークションに向い
を概観し どのオ クシ ン⽅式を採⽤すればよいか検討する オ クシ ン理論の

概要

線を変えるだけでアルゴリズムはこんなに使いやすくなる
概要

を概観し、 どのオークション⽅式を採⽤すればよいか検討する。 オークション理論の
例として、私が関わる不動産オークションを挙げて説明する。

線を変えるだけでアルゴリズムはこんなに使いやすくなる
アルゴリズムは精度と速度を⾼めるために研究開発が⾏われる。その結果、精度と速
わりがないもの、使い勝⼿や質感といったもの には⽬が向けられないことが多い。⼀⽅
実の応⽤では、精度より も質感、使い⼼地が重要であることが多い。クラスタリングにも、
な問題がある。精度よりも、むしろ意味解釈のしやすさなど、使い⼼地 のほうが、問題と
である。本講演では、クラスタリングアルゴリズム を安定化させる問題を紹介する。実⽤
解が安定しないことには 多⼤なデメリットがあるのであるが、今までのデータマイニングの

は、そこにはまったく着⽬がなかった。本講演では、それらに対する 効率的なアルゴリズ
介する。これらは、計算実験で⾮常に良い 結果を出しており、実⽤でのクラスタリングの
⼤きく解消する ことができるものである。

開催時間：13：25〜16：45
講演時間、講演タイトルは変更になる場合があります。

村 仁 ⽒
野 崇宏 ⽒

井 豊貴 ⽒
野 毅明 ⽒


